
R4.新春公民館川柳大会・入賞作品 

  
作  品 お名前 部門 

大 賞 君投げる 雪のつぶての やわらかさ 水川
みずかわ

風吹
ふ ぶ き

 一般 

公 民 館

長賞 いつ止
や

むの 君の心に 降る雪は 安藤
あんどう

俊子
と し こ

 一般 

中 学 校

長賞 
受験生 雪が降っても 家の中 田村

た む ら

洸
こう

知
じ

朗
ろう

 中３ 

小 学 校

長賞 
雪だるま 明日朝には いなくなる 定平

さだひら

 悠
はるか

 小５ 

特別 

奨励賞 
大あわて 雪ですべって 転んだよ 藤井友也

ふ じ い と も や

 小４ 

 〃 雪だるま 一人で作ると さみしいな 小川
お が わ

留郁
る い

 中１ 

 〃 学び舎に 春を届ける なごり雪 山本
やまもと

昭夫
あ き お

 一般 

入 選 小学生１８名、中学生１８名、一般１７名 

 

  

  
応募数総数 ２６０句（１５２名） 

小学生  ９８句（４２人） 

中学生 １１４句（８３人） 

一般   ４８句（２７人） 

 

  

  

 

  

  

 

  

  

 

  

  

 

  

  

 

  

  

 

  



選評 

                      選者 高木勇三 

 

皆さんからお寄せいただいた川柳は、どれも優しく温かい秀句ばかりでした。

その中から極め付きの優秀作品について解説します。 

大賞の「君投げる雪のつぶてのやわらかさ」は、「やわらかさ」に若い二人の心模

様がうまく投影されています。その場の笑い声まで聞こえてきそうです。 

公民館長賞の「いつ止むの君の心に降る雪は」は、ドラマの一場面を見ているよ

うです。悲しみに心を閉ざす君への思いが胸を打ちます。 

中学校長賞の「受験生雪が降っても家の中」は、高校の入学試験を間近に控えた

受験生の日常を、雪の日に例えて象徴的に描いています。 

小学校長賞の「雪だるま明日朝にはいなくなる」の雪だるまは、めったに雪が降

らない笠岡だから、あまり大きくないのでしょう。作る時より、とけてなくな

ってしまう時を想像したことがみごとでした。 

特別奨励賞の「大あわて雪ですべって転んだよ」は、久しぶりの雪で大はしゃぎ

している子どもたちの様子が目の前に浮かんでくるようです。 

二つ目の「雪だるま一人で作るとさみしいな」は、雪が降ってはしゃいでいる句

が多い中で、逆の視点が斬新でした。「才能あり」です。 

 三つ目の「学び舎に春を届けるなごり雪」は、格調高い言葉で春先の雪の情景を

紡いでいます。「なごり雪」は、私たちの住む笠岡では春（三月）が来てから降

る雪の意味でいいでしょう。 

                     

 



 


